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名古屋市教育委員会臨時会 

 

平成 24 年 9 月 27 日 

午前 9 時 

教育委員会室 

 

議 案 

 

第60号議案 委員長の選挙について 

第61号議案 委員長職務代理者の指定について 

第62号議案 教職員人事について 

 

 

出席者 

 

三 林 久 美 委員長 

永 井 幸 代 委 員 

古 川   隆 委 員 

野 田 敦 敬 委 員 

服 部 はつ代 委 員 

伊 藤   彰 教育長 

教育次長始め、事務局職員 23 名 

 

（三林委員長） 

ただ今から、教育委員会臨時会を開催いたします。 

最初にお諮りいたします。第 62 号議案は、名古屋市教育委員会会議規則第 6 条の規

定に基づき、非公開にて審議し、会議録につきましても非公開といたしたいと思いま

すが、いかがでしょうか。 

 

（各委員） 

異議なし。 

 

（三林委員長） 

ご異議なしと認め、そのように取り扱わせていただきます。 

それでは、「第 60 号議案 委員長の選挙について」を議題といたします。慣例によ

り、選挙の方法については指名推薦で行いたいと思いますが、いかがでしょうか。 

 

（各委員） 

異議なし。 
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（三林委員長） 

それでは、指名推薦によって選ぶことといたしますので、どなたか推薦をお願いい

たします。 

 

（野田委員） 

古川委員を委員長に推薦いたします。 

 

（三林委員長） 

野田委員から推薦がありましたが、いかがでしょうか。 

 

（各委員） 

異議なし。 

ご異議なしと認め、古川委員を委員長に決定いたします。 

続きまして、「第 61 号議案 委員長職務代理者の指定について」を議題といたしま

す。慣例により、第 1・第 2 委員長職務代理者を指名推薦で指定したいと思いますが、

いかがでしょうか。 

 

（各委員） 

異議なし。 

 

（三林委員長） 

それでは、指名推薦によって指定することといたしますので、どなたか推薦をお願

いいたします。 

 

（永井委員） 

第 1 委員長職務代理者に、野田委員を、第 2 委員長職務代理者に、服部委員を推薦

します。 

 

（三林委員長） 

永井委員から推薦がありましたが、いかがでしょうか。 

 

（各委員） 

異議なし。 

 

（三林委員長） 

ご異議なしと認め、第 1 委員長職務代理者に、野田委員、第 2 委員長職務代理者に、

服部委員を指定いたします。 

それでは、古川委員から委員長就任のご挨拶をいただきたいと思いますので、よろ

しくお願いいたします。 
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（古川委員） 

 皆様方からご指名をいただきまして、これから委員長をさせていただきます。今の

委員長には大変お世話になりました。私が就任して 2 年半になりますが、当時に比べ

てずいぶん委員会も変わってきたな、と感じています。物言う委員会になってきたと

思います。また教育長はじめ皆さんとずいぶん活発に意見を交わせるようになったと

感じています。今後は今までよく言われていたような形骸化した教育委員会、という

ことを少しでもなくし、意思の疎通のできる委員会にしていきたいと思います。大阪

市や他都市のいじめの問題などで、ずいぶん教育委員会が注目を集めるようになりま

した。私は教育委員会と事務局のみなさんとの一体感が一番大事だと思います。皆様

方のお力を借りて、よりよい委員会にしたいと思っています。どうぞよろしくお願い

します。 

 

（三林委員長） 

それでは、私からも一言挨拶をさせていただきます。 

教育や行政に対して全くの素人であった私が、なんとか 4 年半、教育委員という大

役を務めさせていただくことができました。これもひとえに、委員のみなさん、事務

局のみなさんのご協力とお支えがあったからだと思います。ありがとうございました。

最初に教育委員になったときは、あまりに別世界で困惑しておりました。年月がたっ

ても、気持ちの上で慣れるということは一切なく、むしろ責任の重さを痛感して、ず

っと緊張していました。特に委員長になったこの 1 年は、本当に責任の重さに夜眠れ

ないこともありました。それでも、みなさんへの信頼があったからこそ、ここまでや

れてこられたのかな、と感謝の気持ちでいっぱいです。4 年半を務めさせていただい

て感じたことは、年々教育の成果というものが求められてきているな、ということで

す。教育の成果は目に見えるもの、見えないもの、あるいは見えにくいもの、時間の

かからないものとかかるもの、があります。このことを丁寧に説明していく必要があ

ると思います。教育委員としてみなさんとお仕事をさせていただくのは最後ですけれ

ども、今後は外野から皆様のご活躍をお祈りいたしまして、熱いエールを送りたいと

思います。本当にありがとうございました。 

 

また、同じく１０月７日で任期が終了する永井委員からも一言ご挨拶をいただきた

いと思います。 

 

（永井委員） 

 私も 4 年間、なんとか無事に終えることができそうで、皆様に感謝しております。

私は本当に何も知らずにこの世界に入りまして、かつ、私は融通の利かない仕事をし

ていましたので、他の委員の方に代々負担をおかけしていました。職務代理者といっ

ても、三林委員長にほとんどお願いする形で申し訳なく思っております。この 4 年間

は激動の 4 年間だったと思います。いい意味で教育の世界もいろいろ変わってきて、

教育委員会もいろいろ取沙汰されています。そんな中で、私たちもいろいろな方と交

流しやすくなり、私たちのやっていることを理解していただける場もいくらか持てた
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かな、と思っています。市民と私たちとが交流し、オープンにできて、という教育委

員会になって、子どもたちの教育がよりよくなっていくといいな、と思っています。

今後は陰ながら教育委員会を応援させていただきたいと思いますので、今後ともよろ

しくお願いします。ありがとうございました。 

 

（三林委員長） 

それでは、第 62 号議案は非公開となります。 

関係職員以外の方は退室してください。 

 

 

 第 62 号議案は非公開にて審議されたため、名古屋市教育委員会会議規則第 12 条の

規定により、会議録は別途作成。 

 

午前 9 時 15 分終了 


